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はじめに 

 鍼灸やあんま・指圧・マッサージの臨床では、痛み、それも慢性痛の患者に遭遇する機

会が多い。特に、鍼灸やあんま・指圧・マッサージは療養費が支給される対象疾患をみて

も、神経痛、頚腕症候群、五十肩、腰椎症、頚部捻挫後後遺症、リウマチなど痛み、それ

も慢性化しやすい疾患が多い。また、鍼灸治療のエビデンスに関しても、頸部痛や腰痛、

膝痛、肩痛、頭痛、顎関節症、全身疼痛など、慢性痛に関するエビデンスが多く、痛み、

それも慢性痛のコントロールに関する鍼灸治療の役割は大きい。そのことから、はり師・

きゅう師、あんま・マッサージ・指圧師は、痛みに関する知識をつけることは勿論、それ

らを適切に鑑別し、治療することが大切になる。 

 そこで、今回は臨床でよく遭遇する痛みに関連した疾患を鑑別するための検査とその治

療法をまとめることで、はり師・きゅう師、あんま・マッサージ・指圧師の皆様のお役に

たてれば幸いです。なお、本テキストは「痛みの学習テキスト」と合わせて利用頂ける

と、痛み治療に関する知識と技術を取得できるものと考えております。 

 

 

研究代表  

明治国際医療大学 鍼灸学部 はりきゅう学講座 

伊藤 和憲 

 

＊本資料は平成 29 年度東洋療法研修財団の助成事業「鍼灸等研究費交付」の助成を受け

て行われた「研究課題：「鍼灸師・マッサージ師」に必要な痛み治療の技術習得のための

コンテンツ開発」の成果物の一部である。 
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A   ROM 

 

1 頸部    □屈曲 □伸展 □側屈 □回旋                ４ 

2 肩関節   □屈曲 □伸展 □外転 □外旋 □内旋            １１ 

3 胸腰部   □屈曲 □伸展                        １９ 

4 股関節   □屈曲 □伸展 □外転 □内転 □外旋 □内旋        ２３ 

5 膝関節   □屈曲 □伸展                         ３５ 
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１頸部：屈曲（前屈） 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線、頸部屈曲（前屈）：

0° 

 

 

□頸部屈曲（前屈）：60° 
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□頸部屈曲（前屈）トリックモーション：体幹を動かさない 

 

 

 

映像 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線 

参考可動域角度：60° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線 

頸部屈曲（前屈）：0° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線 

頸部屈曲（前屈）：60° 

□トリックモーション：体幹を動かさない 
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１頸部：伸展（後屈） 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線、頸部伸展（後屈）：

0° 

 

 

□頸部伸展（後屈）： 50° 
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□頸部伸展（後屈）トリックモーション：体幹を動かさない 

 

 

 

映像 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線 

参考可動域角度：50° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線 

伸展（後屈）：0° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：外耳孔と頭頂を結ぶ線 

伸展（後屈）： 50° 

□トリックモーション：体幹を動かさない 
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１頸部：側屈 

□基本軸：第 7頸椎棘突起と第 1仙椎の棘突起を結ぶ線、移動軸：頭頂と第 7頸椎棘突起を

結ぶ線、頸部側屈：0° 

 

 

□頸部側屈：30°（参考可動域角度：50°） 
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□頸部側屈トリックモーション：体幹を動かさない 

 

 

 

映像 

□基本軸：第 7頸椎棘突起と第 1仙椎の棘突起を結ぶ線、移動軸：頭頂と第 7頸椎棘突起を

結ぶ線 

参考可動域角度：50° 

□基本軸：第 7頸椎棘突起と第 1仙椎の棘突起を結ぶ線、移動軸：頭頂と第 7頸椎棘突起を

結ぶ線 

頸部側屈：0° 

□基本軸：第 7頸椎棘突起と第 1仙椎の棘突起を結ぶ線、移動軸：頭頂と第 7頸椎棘突起を

結ぶ線 

頸部側屈：30°（参考可動域角度：50°） 

□トリックモーション：体幹を動かさない 
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１頸部：回旋 

□基本軸：両側の肩峰を結ぶ線への垂直線、移動軸：鼻梁と後頭結節を結ぶ線、頸部回旋：

0° 

 

 

□頸部回旋：60° 

 

 

 

映像 

□基本軸：両側の肩峰を結ぶ線への垂直線、移動軸：鼻梁と後頭結節を結ぶ線 

参考可動域角度：60° 

□基本軸：両側の肩峰を結ぶ線への垂直線、移動軸：鼻梁と後頭結節を結ぶ線 

頸部回旋：0° 

□基本軸：両側の肩峰を結ぶ線への垂直線、移動軸：鼻梁と後頭結節を結ぶ線 

頸部回旋：60° 
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２肩関節：屈曲（前方挙上） 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：上腕骨、肩関節：屈曲（前方挙上）：0° 

 

 

□肩関節：屈曲（前方挙上）：100° 
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□肩関節：屈曲（前方挙上）：180° 

 

 

 

映像 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：上腕骨 

参考可動域角度：180° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

肩関節：屈曲（前方挙上）：0° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

肩関節：屈曲（前方挙上）：100° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：上腕骨 

肩関節：屈曲（前方挙上）：180° 
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○肩関節：伸展（後方挙上） 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：上腕骨、肩関節：伸展（後方挙上）：0° 

 

 

□肩関節：伸展（後方挙上）：40°（参考可動域角度：50°） 
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映像 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

参考可動域角度：50° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

肩関節：伸展（後方挙上）：0° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

肩関節：伸展（後方挙上）：40°（参考可動域角度：50°） 
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２肩関節：外転（側方挙上） 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線、移動軸：上腕骨、肩関節：外転（側方挙上）：0° 

 

 

□肩関節：外転（側方挙上）：90° 
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□肩関節：外転（側方挙上）：180° 

 

 

 

映像 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

参考可動域角度：180° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

肩関節：外転（側方挙上）：0° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

肩関節：外転（側方挙上）：90° 

□基本軸：肩峰を通る床への垂直線 

移動軸：上腕骨 

肩関節：外転（側方挙上）：180° 
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２肩関節：外旋 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線、移動軸：尺骨、肩関節：外旋：0° 

 

□肩関節：外旋：60° 

 

 

映像 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線 

移動軸：尺骨 

参考可動域角度：60° 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線 

移動軸：尺骨 

肩関節：外旋：0° 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線 

移動軸：尺骨 

肩関節：外旋：60° 
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２肩関節：内旋 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線、移動軸：尺骨、肩関節：内旋：0° 

 

□肩関節：内旋：20°（参考可動域角度：80°） 

 

 

映像 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線 

移動軸：尺骨 

参考可動域角度：80° 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線 

移動軸：尺骨 

肩関節：内旋：0° 

□基本軸：肘を通る前額面への垂直線 

移動軸：尺骨 

肩関節：内旋：20°（参考可動域角度：80°） 
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３胸腰部：屈曲（前屈） 

□基本軸：仙骨後面、移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線、胸腰部屈曲（前

屈）：0° 

 

 

□胸腰部屈曲（前屈）：20°(参考可動域角度：45°) 
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□胸腰部屈曲（前屈）トリックモーション：胸を丸めない 

 

 

 

映像 

□基本軸：仙骨後面 

移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線 

参考可動域角度：45° 

□基本軸：仙骨後面 

移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線 

胸腰部屈曲（前屈）：0° 

□基本軸：仙骨後面 

移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線 

胸腰部屈曲（前屈）：20°(参考可動域角度：45°) 

□トリックモーション：胸を丸めない 
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３胸腰部：伸展（後屈） 

□基本軸：仙骨後面、移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線、胸腰部伸展（後

屈）：0° 

 

 

□胸腰部伸展（後屈）：30° 
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映像 

□基本軸：仙骨後面 

移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線 

参考可動域角度：30° 

□基本軸：仙骨後面 

移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線 

胸腰部伸展（後屈）：0° 

□基本軸：仙骨後面 

移動軸：第 1胸椎棘突起と第 5腰椎棘突起を結ぶ線 

胸腰部伸展（後屈）：30° 
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４股関節：屈曲 

□基本軸：体幹と平行な線、移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線） 股関

節屈曲：0° 

 

 

□股関節屈曲：125° 
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映像 

□基本軸：体幹と平行な線、移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線）  

参考可動域角度：125° 

□基本軸：体幹と平行な線 

移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線）  

股関節屈曲：0° 

□基本軸：体幹と平行な線 

移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線）  

股関節屈曲：125° 

 

□トリックモーション：体幹を動かさない 
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４股関節：伸展 

□基本軸：体幹と平行な線、移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線） 股関

節伸展：0° 

 

 

□股関節伸展：15° 
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映像 

□基本軸：体幹と平行な線 

移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線）  

参考可動域角度：15° 

□基本軸：体幹と平行な線 

移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線）  

股関節伸展：0° 

□基本軸：体幹と平行な線 

移動軸：大腿骨（大転子と大腿骨外顆の中心を結ぶ線）  

股関節伸展：15° 
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４股関節：外転 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線、移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝

蓋骨中心を結ぶ線） 股関節外転：0° 

 

 

□股関節外転：45° 
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映像 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線 

移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝蓋骨中心を結ぶ線）  

参考可動域角度：45° 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線 

移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝蓋骨中心を結ぶ線）  

股関節外転：0° 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線 

移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝蓋骨中心を結ぶ線）  

股関節外転：45° 
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４股関節：内転 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線、移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝

蓋骨中心を結ぶ線） 股関節内転：0° 

 

 

□股関節内転：20° 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 
 

 

映像 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線 

移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝蓋骨中心を結ぶ線）  

参考可動域角度：20° 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線 

移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝蓋骨中心を結ぶ線）  

股関節内転：0° 

□基本軸：両側の上前腸骨棘を結ぶ線への垂直線 

移動軸：大腿中央線（上前腸骨棘より膝蓋骨中心を結ぶ線）  

股関節内転：20° 
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４股関節：外旋 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線、移動軸：下腿中央線（膝蓋骨中心より足関節内外果中

央を結ぶ線） 股関節外旋：0° 

 

 

□股関節外旋：45° 
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映像 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線 

移動軸：下腿中央線（膝蓋骨中心より足関節内外果中央を結ぶ線）   

参考可動域角度：45° 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線 

移動軸：下腿中央線 

（膝蓋骨中心より足関節内外果中央を結ぶ線）  

股関節外旋：0° 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線 

移動軸：下腿中央線 

（膝蓋骨中心より足関節内外果中央を結ぶ線）  

股関節外旋：45° 
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４股関節：内旋 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線、移動軸：下腿中央線（膝蓋骨中心より足関節内外果中

央を結ぶ線） 股関節内旋：0° 

 

 

□股関節内旋：40°（参考可動域角度：45°） 
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映像 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線 

移動軸：下腿中央線 

（膝蓋骨中心より足関節内外果中央を結ぶ線）   

参考可動域角度：45° 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線 

移動軸：下腿中央線 

（膝蓋骨中心より足関節内外果中央を結ぶ線）  

股関節内旋：0° 

□基本軸：膝蓋骨より下した垂直線 

移動軸：下腿中央線 

（膝蓋骨中心より足関節内外果中央を結ぶ線）  

股関節内旋：40°（参考可動域角度：45°） 
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５膝関節：屈曲 

□基本軸：大腿骨、移動軸：腓骨（腓骨頭と外果を結ぶ線） 膝関節屈曲：１３０° 

 

 

 

 

※別法  

□膝関節屈曲：130° 
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映像 

○膝関節：屈曲 

□基本軸：大腿骨 

移動軸：腓骨（腓骨頭と外果を結ぶ線）  

参考可動域角度：130° 

□基本軸：大腿骨 

移動軸：腓骨（腓骨頭と外果を結ぶ線）  

膝関節屈曲：130° 
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５膝関節：伸展 

□基本軸：大腿骨、移動軸：腓骨（腓骨頭と外果を結ぶ線） 膝関節伸展：0° 

 

 

 

 

映像 

□基本軸：大腿骨 

移動軸：腓骨（腓骨頭と外果を結ぶ線）  

参考可動域角度：0° 

□基本軸：大腿骨 

移動軸：腓骨（腓骨頭と外果を結ぶ線）  

膝関節伸展：0° 
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B 筋力検査 

 

１ 三角筋                                 ３９ 

２ 上腕二頭筋                               ４１ 

３ 上腕三頭筋                               ４３ 

４ 腕橈骨筋                                ４６ 

５ 手関節屈筋群                              ４８ 

６ 手関節伸筋群                              ４９ 

７ 手指屈筋群                               ５０ 

８ 手指伸筋群                               ５１ 

９ 大腿四頭筋                               ５２ 

１０前脛骨筋                                ５４ 

１１下腿三頭筋                               ５７ 

１２長母趾屈筋                               ６０ 

１３長母趾伸筋                               ６２ 
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１ 三角筋 

□患者を座らせる 

 

 

□患者は肩関節外転 90°、検者は肩と上腕骨遠位に手を添える 
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□患者に外転を指示し、検者は抵抗を加える 

 

 患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□患者：座位 

□患者は肩関節外転 90°、検者は肩と上腕骨遠位に手を置く 

□患者に外転を指示し、検者は抵抗を加える 
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２ 上腕二頭筋 

□患者を座らせる 

 

 

□患者は前腕回外、肘関節屈曲 90°、検者は手関節と肘関節に手を添える 
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□患者に肘関節屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 

   

患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□患者：座位 

□患者は前腕回外、肘関節屈曲 90°、検者は手関節と肘関節に手を置く 

□患者に肘関節屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 
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３ 上腕三頭筋 

□患者を伏臥位とする 

 

□患者は肘関節屈曲 90°とし、検者は手関節と上腕後面に手を添える 
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□患者に肘関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 

 

患者：青、検者：赤 

 

 

 

 

 

 

別法 

□患者を座らせる 
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□患者は肘関節を完全に曲げる、検者は手関節と肘関節に手を添える 

 

 

□患者に肘関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 

   

患者：青、検者：赤 

 

映像 

□患者：伏臥位 

□患者は肘関節屈曲 90°、検者は手関節と上腕後面に手を置く 

□患者に肘関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 

○筋力検査：上腕三頭筋：別法（可以上の評価方法）：映像 

□患者：座位 

□患者は肘関節屈曲、検者は手関節と肘関節に手を置く 

□患者に肘関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 
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４ 腕橈骨筋 

□患者を座らせる 

 

 

□患者は前腕中間位、肘関節屈曲 90°、検者は手関節と肘関節に手を添える 
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□患者に肘関節屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 

   

患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□患者：座位 

□患者は前腕中間位、肘関節屈曲 90°、検者は手関節と肘関節に手を置く 

□患者に肘関節屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 

 

  



48 
 

５ 手関節屈筋群 

□患者は肘関節軽度屈曲、前腕回外位、検者は手掌と前腕に手を添える 

 

 

□患者に手関節屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 

 

患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□患者は肘関節軽度屈曲、前腕回外位、検者は手掌と前腕に手を置く 

□患者に手関節屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 
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６ 手関節伸筋群 

□患者は肘関節軽度屈曲、前腕回内位、検者は手掌と前腕に手を添える 

 

 

□患者に手関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 

  

患者：青、検者：赤 

 

 

○筋力検査：手関節伸筋群（可以上の評価方法）：映像 

□患者は肘関節軽度屈曲、前腕回内位、検者は手掌と前腕に手を置く 

□患者に手関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 
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７ 手指屈筋群 

□検者は回外位、検者は指と手首に手を添える 

 

 

□患者に手指屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 

 

患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□検者は回外位、検者は指と手首に手を置く 

□患者に手指屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 
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８ 手指伸筋群 

□検者は手関節を持ち、手背の指に手を添える 

 

 

□患者に手指伸展節指示し、検者は抵抗を加える 

 

患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□検者は手関節を持ち、手背の指に手を置く 

□患者に手指伸展を指示し、検者は抵抗を加える 
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９ 大腿四頭筋（可以上の評価方法）： 

□患者を座らせる 

 

 

□検者は大腿と足首に手を添える 
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□患者に膝関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 

    

患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□患者：座位 

□検者は大腿と足首に手を置く 

□患者に膝関節伸展を指示し、検者は抵抗を加える 

 

  



54 
 

１０前脛骨筋（可以上の評価方法） 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検者は足背に手を添える 
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□患者に足関節背屈を指示し、検者は抵抗を加える 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□検者は足背に手を置く 

□患者に足関節背屈を指示し、検者は抵抗を加える 
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○踵歩き 

□つま先を上げ、踵歩きができるかを確認する。 

 

 

映像 

□つま先をあげ、踵歩行 
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１１下腿三頭筋（可以上の評価方法） 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検者は足底に手を添える 
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□患者に足関節底屈を指示し、検者は抵抗を加える 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□検者は足底に手を置く 

□患者に足関節底屈を指示し、検者は抵抗を加える 

 

  



59 
 

○つま先歩き 

□踵を上げ、つま先歩きができるかを確認する。 

 

 

映像 

□踵をあげ、つま先歩行 
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１２長母趾屈筋（可以上の評価方法） 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検者は足関節を固定し、母趾（足底）に手を添える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



61 
 

 

□患者に母趾屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 

  

 患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□検者足関節を固定し、母趾（足底）に手を置く 

□患者に母趾屈曲を指示し、検者は抵抗を加える 
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１３長母趾伸筋（可以上の評価方法） 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検者は足を固定し、母趾（爪）に手を添える 
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□患者に母趾伸展を指示し、検者は抵抗を加える 

  

 患者：青、検者：赤 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□検者は足を固定し、母趾（爪）に手を置く 

□患者に母趾伸展を指示し、検者は抵抗を加える 
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C  知覚検査 

 

１ 頸肩腕部の神経支配エリア                        ６５ 

２ 下肢の神経支配エリア                          ６７ 
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１ 知覚検査：頸肩腕部の神経支配エリア 

□筆、ティッシュなどを用いる 

 

 

□障害高位の知覚の有無を確認する 

評価としては、「鈍麻」、「脱失」、「過敏」で判断 

C5：上肢外側 

 

C６：母指 
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C７：中指 

 

C８：小指 

 

Th１：上肢内側 

 

 

〇知覚検査：頸肩腕部の神経支配エリア 

□障害高位の知覚の有無を確認 

 

 

映像：C5-C6-C7-C8-Th1 の順 
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２ 知覚検査：下肢の神経支配エリア 

□筆、ティッシュなどを用いる 

 

 

□障害高位の知覚の有無を確認する 

評価としては、「鈍麻」、「脱出」、「過敏」で判断 

L4：大腿前面下部、下腿内側、足背内側縁、母趾内側 

 

 

L5：大腿外側、下腿外側から足背、母趾から第４趾 
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S1：足外側、第５趾、足底 

 

 

 

〇知覚検査：下肢の神経支配エリア 

□障害高位の知覚の有無を確認 

 

 

映像：L4-L5-L5-S1 の順 
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D 反射 

 

１ 上腕二頭筋腱反射                            ７０ 

２ 上腕三頭筋腱反射                            ７２ 

３ 腕橈骨筋反射                              ７４ 

４ ワルテンベルグ反射                           ７５ 

５ ホフマン反射                              ７６ 

６ トレムナー反射                             ７８ 

７ 膝蓋腱反射                               ７９ 

８ アキレス腱反射                             ８１ 
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１ 上腕二頭筋腱反射 

□患者を座らせる 

 

 

□肘関節を軽度屈曲させ、検者の肘にのせる 

 

 

□上腕二頭筋腱を確認し、打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認する 
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※上腕二頭筋腱のポイント 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□肘関節軽度屈曲、検者の肘にのせる 

□上腕二頭筋腱を確認し、打鍵槌で叩打 

□反射の有無を確認 
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２ 上腕三頭筋腱反射 

□患者を座らせる 

 

 

□肘関節 90°屈曲位で、肩関節を伸展する 

 

 

□上腕三頭筋腱を打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認する 
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※上腕三頭筋腱のポイント 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□肘関節 90°屈曲位で、肩関節を伸展 

□上腕三頭筋腱を打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認 
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３腕橈骨筋反射 

□患者を座らせる 

 

 

□肘関節屈曲、前腕中間位にする 

 

 

□橈骨下端を打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認する 

  

 

 

映像 

□患者：座位 

□肘関節屈曲、前腕中間位 

□橈骨下端を打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認 
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４ ワルテンベルグ反射 

□検者の示指中指を患者の手掌の示­小指に置く 

 

 

□打鍵槌で検者の指を叩打し、母指の動きの有無を確認する 

 

 

映像 

□示指中指を患者の手掌示­小指に置く 

□打鍵槌で検者の指を叩打し、母指の動きの有無を確認 
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５ ホフマン反射 

□検者は患者の中指末端を中指と示指で挟む 

 

 

□検者は親指で患者の中指末端を手掌側にはじき、母指の動きの有無を確認する 
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映像 

□中指末端を中指と示指で挟む 

□親指で中指を手掌側にはじき、母指の動きの有無を確認 
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６ トレムナー反射 

□手関節を軽度背屈する 

 

 

□患者の中指末端を下からはじき、母指の動きの有無を確認する 

  

 

 

映像 

□手関節を軽度背屈 

□中指末端を下からはじき、母指の動きの有無を確認 
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７ 膝蓋腱反射 

□患者を座らせる 

 

 

□片手は大腿四頭筋の上に置き、もう片手で膝蓋腱を確認する 

 

 

□膝蓋腱を打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認 
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※膝蓋腱の叩打のポイント 

   

 

 

映像 

□患者：座位 

□大腿四頭筋に手を置き、膝蓋腱を確認  

□膝蓋腱を打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認 
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８ アキレス腱反射 

□患者を座らせる 

 

 

□足関節を軽度背屈する 
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□アキレス腱を確認し、打鍵槌で叩打し、反射の有無を確認 

 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□足関節軽度背屈、アキレス腱を打鍵槌で叩打 

□反射の有無を確認 
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E 徒手検査 

 

１ 神経根障害                               ８４ 

２ 胸郭出口症候群                             ９１ 

３ 肩峰下滑液包炎                            １０４ 

４ 上腕二頭筋長頭腱炎                          １１１ 

５ 腱板炎、損傷、断裂                          １１８ 

６ 変形性膝関節症                            １２８ 

７ 前十字靭帯損傷                            １３４ 

８ 後十字靭帯損傷                            １３９ 

９ 半月板損傷                              １４２ 

１０ 内側・外側側副靭帯損傷                       １４７ 

１１ 椎間関節症                             １５２ 

１２ 腰椎椎間板ヘルニア                         １５５ 

１３ 脊柱管狭窄症                            １６４ 
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１ 神経根障害 

 

   〇スパーリングテスト 

   〇ジャクソンテスト 

   〇イートンテスト 
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○スパーリングテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□患者に自動による頸部の後側屈を指示する（健側から行う） 

注：急性期や疼痛が激しい時期は軽く後側屈しただけでも症状出現 

□症状再現の有無を確認する 

注：圧迫している側に症状が出現しているかを確認すること 

 

□症状がなければ、検者は患者の前頭部に両手を置き、徐々に下方に圧を加える 

注：過度な（衝撃的な）圧をかけないこと 

□症状再現の有無・増悪を確認する 

注：圧迫している側に症状が出現しているかを確認すること 
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〇ポイント 

□後屈ではなく後側屈で行う 

 

 

○陽性所見 

□上肢に疼痛、しびれが出現する 

○考えられる疾患 

□頸椎神経根症 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□自動による頸部後側屈を指示 

□症状再現の有無を確認 

□前頭部に両手を置き、下方に圧迫 

□症状再現の有無・増悪を確認 

 

  



87 
 

○ジャクソンテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□患者に自動による頸部の後屈を指示する 

□症状再現の有無を確認する 

注：急性期や疼痛が激しい時期は軽く後屈しただけでも症状が出現 

 

 

 

□最大後屈時で症状がなければ、検者は患者の前頭部に両手を置き、徐々に垂直方向に圧を

加える 注：過度な（衝撃的な）圧をかけないこと 

□症状再現の有無・増悪を確認する 

注：肩甲間部や肩上部のみに痛みが出現する際は、偽陽性 
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〇ポイント 

□垂直方向に圧迫すること 

 

 

○陽性所見 

□患側上肢に疼痛、しびれが出現する 

○考えられる疾患 

□頸椎神経根症 

 

 

映像 

□患者：座位 

□自動による頸部後屈を指示 

□症状再現の有無を確認 

□前頭部に両手を置き、垂直方向に圧迫 

□症状再現の有無・増悪を確認 
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○イートンテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□検者は片手で検査を行う側の患者の手首を持ち、もう片手は検査側の患者の側頭部に手

を置く（健側から行う） 

 

 

□頸部を検査側と対側に側屈させ、手首を下方に牽引する 

注：神経を十分に引き伸ばすようにしながら下方へ。引き下げる圧は徐々に加える 

□症状再現の有無・増悪を確認する 

注：下方へ牽引した上肢に症状の有無があるかどうかが重要 
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○陽性所見 

□上肢に疼痛、しびれが出現もしくは増強する。 

○考えられる疾患 

□頸椎神経根症 

 

 

映像 

□患者：座位 

□片手は検査側の手首、もう片手は検査側の側頭部 

□頸部を検査側と対側に側屈、手首を下方に牽引 

□症状再現の有無・増悪を確認 
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２ 胸郭出口症候群 

 

   〇アレンテスト 

   〇エデンテスト 

 〇ライトテスト 

 〇３分間挙試験（ルーステスト） 

 〇アドソンテスト 

 〇モーリーテスト 
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○アレンテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□下垂位で患者の橈骨動脈の拍動を触知する 

 

 

□拍動を触知したまま、肩関節外転外旋 90°、肘関節屈曲 90°にする 

拍動の減弱と症状の有無を確認する 
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□頸部を検査側と反対に完全に回旋させる 

□拍動の減弱と症状の有無を確認する 

 

 

○陽性所見 

□橈骨動脈の拍動が消失・減弱する 

 症状の再現・増悪がみられる 

○考えられる疾患 

□斜角筋症候群 

 

 

映像 

□患者：座位 

□下垂位で橈骨動脈の拍動を触知 

□拍動を触知したまま、肩関節外転外旋 90°、肘関節屈曲 90° 

拍動の減弱と症状の有無を確認 

□頸部を検査側と反対に完全に回旋 

□拍動の減弱と症状の有無を確認 
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○エデンテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□患者の両橈骨動脈の拍動を触知する 

 

 

□拍動を触知した状態で、患者に胸を張るように指示する 
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□その状態で両上肢を後下方に引き下げる 

（肩関節の下方不安定性がある患者では牽引による上肢のだるさやしびれが出現するこ

とがある） 

□拍動の減弱・消失と症状再現・増悪の有無を確認する 

 

 

○陽性所見 

□患側の橈骨動脈の拍動が減弱・消失する 

 症状の再現・増悪がみられる 

○考えられる疾患 

□肋鎖症候群 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□両橈骨動脈の拍動を触知 

□拍動を触知したまま、胸を張るように指示 

□両上肢を後下方に引き下げる 

□症状再現の有無・増悪を確認 

 

  



96 
 

○ライトテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□患者の橈骨動脈の拍動を触知する 

 

 

□拍動を触知した状態で、肩関節外転外旋 90°、肘関節屈曲 90°にする 

□拍動の減弱・消失と症状再現・増悪の有無を確認する 
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○陽性所見 

□橈骨動脈の拍動が減弱・消失する 

 症状の再現・増悪がみられる 

○考えられる疾患 

□過外転症候群 

 

 

映像 

□患者：座位 

□橈骨動脈の拍動を触知 

□拍動を触知したまま、肩関節外転外旋 90°、肘関節屈曲 90° 

□拍動の減弱・消失と症状再現・増悪の有無を確認 
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○3分間挙上試験（Roos test) 

□患者を座らせる 

 

 

□肩関節外転・外旋 90°、肘関節屈曲 90°にする 

 

 

□この肢位で手指を握ったり、開いたりの動作を 3分間行わせる 

注：悪化防止のため、陽性と判断された時点で終了とする 
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○陽性所見 

□手指のしびれ、上肢のだるさにより持続ができず、上肢を下ろす。 

○考えられる疾患 

□胸郭出口症候群 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□肩関節外転外旋 90°、肘関節屈曲 90° 

□手指を握ったり、開いたりの動作を 3分間 
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○アドソンテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□患者の両橈骨動脈の拍動を触知する 

 

 

□拍動を触知した状態で、検査を行いたい側へ頸部を回旋、後屈するように指示する 

（健側から行う） 
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□その姿勢で深く息を吸ってもらい、息を止めるように指示する 

□拍動の減弱・消失と症状再現・増悪の有無を確認する 

 

 

 

○陽性所見 

□患側の橈骨動脈の拍動が減弱・消失する 

 症状の再現・増悪がみられる 

○考えられる疾患 

□斜角筋症候群 

 

 

映像 

□患者：座位 

□両橈骨動脈の拍動を触知 

□拍動を触知したまま、検査側へ頸部を回旋、後屈するよう指示 

□深く息を吸って、息を止めるように指示 

□拍動の減弱・消失と症状再現・増悪の有無を確認 
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○モーリーテスト（モーレイテスト） 

□患者を座らせる 

 

 

□検者は両中指で鎖骨 1/2 あたり鎖骨上窩の胸鎖乳頭筋の外縁にある斜角筋三角部に圧を

加える 

注：圧は爪の色が赤→白に変わる程度でよい 

□症状再現の有無・増悪を確認する 

 

 

 

〇ポイント 

鎖骨 1/2 あたり鎖骨上窩の胸鎖乳頭筋の外縁にある斜角筋三角部を示す 
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映像 

□患者：座位 

□両中指で鎖骨 1/2 あたり、鎖骨上窩の斜角筋三角部を圧迫 

□症状再現の有無・増悪を確認する 
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３ 肩峰下滑液包炎 

 

   〇ダウバーンテスト 

   〇Neer インピンジメントテスト 

   〇Hawkins インピンジメントテスト 
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○ダウバーンテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□上肢を下垂位とし、検者は検査を行う側の肩峰下部と大結節の間の圧痛を確認する（肩峰

下プッシュボタン徴候） 

 

 

□圧痛部位を押さえながら、検者はもう片方の手で他動的に患者の肩関節を外転させる 

□圧痛が消失するかを確認する 
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○陽性所見 

□圧痛が消失する。 

○考えられる疾患 

□肩峰下滑液包炎 

 

 

映像 

□患者：座位 

□肩峰下部と大結節の間の圧痛を確認（肩峰下プッシュボタン徴候） 

□圧痛部位を押さえたまま、他動的に肩関節を外転 

□圧痛が消失するかを確認 
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○Neer インピンジメントテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□検査を行う側の上腕を内旋・前腕を回内させる 

 

 

□検者は、片方の手で手首をつかみ、もう片方の手で肩後部に手を置き肩甲骨を固定する 
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□検者は、肩甲骨を固定した状態で他動的に肩関節を屈曲させる 

□肩関節への疼痛ないし不快感の有無を聴取する 

（健側を行ってから、患側を行う） 

 

 

 

○陽性所見 

□肩関節に疼痛が出現する 

○考えられる疾患 

□肩峰下インピンジメント 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□上腕を内旋・前腕を回内 

□片手で手首をつかみ、もう片手で肩甲骨を固定 

□肩甲骨を固定したまま、他動的に肩関節を屈曲 

□肩関節への疼痛ないし不快感の有無を聴取 
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○Hawkins インピンジメントテスト 

□患者を座らせる 

 

 

□検者は、片手で手関節をつかみ、もう片手で肘関節をつかむ 

 

 

□肘関節屈曲 90°にし、肩関節外転 90°まで挙上させる 

※別法はこの状態より少し水平内転を加えた肢位とする 

 別法   
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□その状態で、内旋運動を加える 

□肩関節への疼痛ないし不快感の有無を聴取する 

（クレピタス、クリック音も聴取する） 

（健側を行ってから、患側を行う） 

 

 

 

○陽性所見 

□肩関節に疼痛が出現する 

○考えられる疾患 

□肩峰下インピンジメント 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□片手で手関節を、もう片手で肘関節をつかむ 

□肘関節屈曲 90°にし、肩関節外転 90°まで挙上 

□そのまま、内旋運動を加える 

□肩関節への疼痛ないし不快感の有無を聴取 

 （クレピタス、クリック音も聴取） 
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４ 上腕二頭筋長頭腱炎 

 

   〇ヤーガソンテスト 

   〇スピードテスト 

   〇ストレッチテスト 
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○ヤーガソンテスト 

□患者を椅子に座らせる 

 

 

□上肢を体側につけ、肘関節 90°屈曲中間位とする 

 

 

□この姿位で、患者に前腕を回外するように指示し、検者は回内方向に負荷を加える 

□疼痛発生の有無を聴取する 

（健側を行ってから、患側を行う） 
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患者の動き：前腕回外 

 

検者の動き：回内負荷 

 

 

 

○陽性所見 

□結節間溝部に疼痛が出現する 

○考えられる疾患 

□上腕二頭筋長腱炎 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□上肢を体側につけ、肘関節 90°屈曲中間位 

□前腕回外するように指示し、検者は回内方向に負荷 

□疼痛発生の有無を聴取 
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○スピードテスト

□患者を座らせる

□前腕を回外位、検者は片手を手首、もう片手を肩に添える

□この状態で、肩関節屈曲を指示し、検者はその運動に対し抵抗を加える

□疼痛発生の有無を聴取する 

（健側を行ってから、患側を行う） 

患者：青、検者：赤 
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○陽性所見

□結節間溝部に疼痛が出現する

○考えられる疾患

□上腕二頭筋長腱炎

映像 

□患者：座位

□前腕回外位、検者は片手を手首、もう片手を肩に置く

□肩関節屈曲を指示し、検者はその運動に対し抵抗を加える

□疼痛発生の有無を聴取 
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○ストレッチテスト（上腕二頭筋長頭腱伸展テスト） 

□患者を座らせる 

 

 

□片手で検査を行う側の上腕を、もう片手で手首をつかむ 

 

 

□他動的に肩関節を伸展させる 

□結節間溝部に疼痛の有無があるかを聴取する 
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□疼痛が認められれば、肩関節伸展位を保持したまま肘関節を屈曲させる 

□疼痛が消失したかを聴取する 

 

 

 

○陽性所見 

□結節間溝部の疼痛が消失する 

○考えられる疾患 

□上腕二頭筋長頭腱炎 

 

 

映像 

□患者：座位 

□片手は上腕、もう片手は手首 

□他動的に肩関節を伸展 

□結節間溝部に疼痛の有無があるかを聴取 

□疼痛があれば、肩関節伸展位を保持のまま肘関節を屈曲 

□疼痛が消失したかを聴取 
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５ 腱板炎、損傷、断裂 

 

   〇腱板負荷テスト（full can test：棘上筋抵抗テスト） 

   〇腱板負荷テスト（empty can test：棘上筋抵抗テスト） 

〇ペインフルアークサイン 

〇ドロップアームサイン 
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○腱板負荷テスト（full can test：棘上筋抵抗テスト） 

□患者を座らせる 

 

 

□肘伸展位で肩関節外転 90°、水平内転 30°にする 

 

 

□前腕を回外（母指が上を向く）させ、検者は患者の手首と肩に手を置き、肩関節外転を指

示、その運動に抵抗を加える 

□疼痛の有無や抵抗に耐えられるかを確認 
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○陽性所見 

□肩関節に疼痛が出現する 

○考えられる疾患 

□棘上筋腱損傷・棘上筋腱炎 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□肘伸展位で肩関節外転 90°、水平内転 30° 

□前腕を回外させ、肩関節外転を指示し、その運動に抵抗を加える 

□疼痛の有無などを聴取 
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○腱板負荷テスト（empty can test：棘上筋抵抗テスト） 

□患者を座らせる 

 

 

□肘伸展位で肩関節外転 90°、水平内転 30°にする 

 

 

□前腕を回内（母指が下を向く）させ、検者は患者の手首と肩に手を置き、肩関節が移転を

指示、その運動に抵抗を加える 

□疼痛の有無や抵抗に耐えられるかを確認 

※棘下筋の問題として書かれていることもある 
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○陽性所見 

□肩関節に疼痛が出現する。 

○考えられる疾患 

□棘上筋腱損傷・棘上筋腱炎 

 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□肘伸展位で肩関節外転 90°、水平内転 30° 

□前腕を回内させ、肩関節外転を指示し、その運動に抵抗を加える 

□疼痛の有無などを聴取 
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○ペインフルアークサイン 

□患者を座らせる 

 

 

□検者は片手で検査を行う側の手首を持ち、もう片手は検査側の肩に添える 

 

 

□他動的に肩関節を外転させる 

（自動的に行って、他動的に行う場合もある） 
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□肩関節外転 60~120°の範囲で疼痛が誘発されるか、また誘発した場合肩関節外転

60~120°以外では疼痛が消失するか聴取する 

 60°    120° 

 

□肩関節外転 180°から 0°に戻す 

□肩関節外転 120~60°の範囲で疼痛が誘発されるか、また誘発した場合肩関節外転

120~60°以外では疼痛が消失するか聴取する 

（健側を行ってから、患側を行う） 

 

 

 

 

○陽性所見 

□肩関節外転 60～120°で運動時痛が出現しそれ以外の角度では消失する。 

○考えられる疾患 

□腱板損傷 

 腱板炎 
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映像 

□患者：座位 

□片手は手首を持ち、もう片手は検査側の肩に置く 

□他動的に肩関節を外転 

□肩関節外転 60~120°範囲での疼痛有無、以外で消失するか聴取 

□肩関節外転 180°から 0°に戻す 

□肩関節外転 60~120°範囲での疼痛有無、以外で消失するか聴取 
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○ドロップアームテスト 

□患者を座らせる 

 

□片手で検査を行う側の手首を持ち、もう片方の手は検査側の肩に添える 

 

 

□他動的に肩関節を 90°少し超えるところまで外転させる 
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□患者に手を離すことを伝え、その位置を保持するよう指示する 

 

 

□保持を確認し、患者にゆっくりと上肢を体幹に下ろすように指示する 

□検査が遂行されているかを確認する 

 

 

 

○陽性所見 

□肩外転位が保持できず、上肢が下垂する。 

○考えられる疾患 

□腱板損傷 

 

 

 

映像 

□患者：座位 

□片手で手首を持ち、もう片手は肩に置く 

□他動的に肩関節を 90°少し超えるところまで外転 

□手を離すことを伝え、その位置を保持するよう指示 

□保持を確認し、上肢を体幹に下ろすよう指示 
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６ 変形性膝関節症 

 

   〇膝蓋跳動 

〇膝蓋骨圧迫負荷テスト 

〇大腿周径：5cm、10cm 
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〇膝蓋跳動 

□患者を仰臥位にする 

 

□膝蓋骨底の上方約 10cm に手掌を置く 

 

 

□圧迫しながら下方へ押し込む 
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□もう片方の手で、膝蓋骨を圧迫する 

□膝蓋骨を圧迫した際の浮遊感の有無を確認する 

 

 

 

 

〇陽性所見 

□膝蓋骨の浮遊感を触知できる 

〇考えられる疾患 

□変形性膝関節症 

 関節水腫 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□膝蓋骨底の上方約 10cm に手掌を置き、圧迫しながら下方へ押し込む 

□もう片方の手で、膝蓋骨を圧迫 
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〇膝蓋骨圧迫負荷テスト 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□膝蓋骨を両手でつかみ、圧をかけながら上下左右に動かす 

□痛みやさらつきをみる 

 

 

 

〇陽性所見 

□膝に疼痛が出現する 

 ざらつきを触知できる 

〇考えられる疾患 

□変形性膝関節症 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□膝蓋骨を両手でつかみ、圧をかけながら上下左右に動かす 

□痛みやさらつきをみる 
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〇大腿周径：5cm、10cm 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□膝蓋骨底を確認し、その上 5,10cm を確認する 

 

 

□大腿周径を測定する 
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□検査結果 

大腿周径 5cm：腫脹の有無 

大腿周径 10cm：大腿四頭筋萎縮の有無 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□膝蓋骨底を確認し、その上 5,10cm を確認 

□大腿周径を測定 
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７ 前十字靭帯損傷 

 

   〇前方引き出しテスト 

   〇ラックマンテスト 
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○前方引き出しテスト 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検査したい側の膝関節屈曲 90°とする 

 

 

□検査側の足背に検者は殿部を置き、下肢を固定する 
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□検者は検査側の膝窩部に両手を入れ、脛骨を前方に引っ張る 

□脛骨の前方移動を確認する 

 

 

 

○陽性所見 

□脛骨が前方へ可動する。 

○考えられる疾患 

□前十字靭帯損傷 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□膝関節屈曲 90° 

□足背に殿部を置き、下肢を固定 

□膝窩部に両手を入れ、脛骨を前方に引っ張る 
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○ラックマンテスト 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検査したい側の膝関節を軽度屈曲（15-30°）し、検者は片手で大腿後面、もう片手で

脛骨前面を持つ 
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□大腿を固定したまま、脛骨を前方移動する。また、脛骨の前方移動の有無と終末抵抗を 

確認する（健側を行ってから、患側を行う） 

 

 

 

〇陽性所見 

□前方に引き上げた際、終末抵抗を感じない 

〇考えられる疾患 

□前十字靭帯損傷 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□膝関節を軽度屈曲（15-30°）、片手で大腿後面、もう片手で脛骨前面 

□大腿を固定したまま、脛骨を前方移動、脛骨の前方移動の有無と終末抵抗を確認 
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８ 後十字靭帯損傷 

 

   〇後方押し込みテスト 
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○後方押し込みテスト 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検査したい側の膝関節を 90°屈曲位とする 

 

 

□検査側の足背に検者は殿部を置き、下肢を固定する 
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□検者は検査側の膝窩部に両手を入れ、脛骨を後方に押し込む 

□脛骨の後方移動を確認する 

 

 

 

○陽性所見 

□脛骨が後方へ可動する。 

○考えられる疾患 

□後十字靭帯損傷 

 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□膝関節を 90°屈曲位 

□足背に殿部を置き、下肢を固定 

□膝窩部に両手を入れ、脛骨を後方に押し込む 
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９ 半月板損傷 

 

   〇圧アプレイテスト 

   〇マックマレーテスト 
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〇圧アプレイテスト 

□患者を腹臥位にする 

 

 

□検査したい側の膝関節屈曲 90°とする    

 

 

□検者は自分の膝を患者の大腿部後面にのせる     
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□床方向に圧を加えながら、下腿の内旋・外旋する 

□症状の有無を確認する 

 

 

 

 

○陽性所見 

□関節裂隙部に疼痛が出現する 

○考えられる疾患 

□半月板損傷 

 

 

 

映像 

□患者：腹臥位 

□膝関節屈曲 90°、患者の大腿後面に膝を乗せる 

□下腿を床方向に圧を加えながら、内旋・外旋 

□症状の有無を確認 

 

 

 

 



145 
 

○マックマレーテスト 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□片手は検査したい側の関節裂隙に置き、もう片手は踵骨部を持つ 

 

 

□その状態で、股関節と膝関節を最大屈曲する 
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□下腿を内旋し、膝を外反しながら伸展させる 

 

□下腿を外旋し、膝を内反しながら伸展させる 

□その際にクリック音や疼痛の有無を確認する 

（健側を行ってから、患側を行う） 

 

 

 

○陽性所見 

□クリック音の触知 

 疼痛が出現する 

○考えられる疾患 

□半月板損傷 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□片手は関節裂隙部、もう片手は踵骨部 

□股関節と膝関節を最大屈曲 

□下腿内旋し、膝外反しながら伸展 

□下腿外旋し、膝内反しながら伸展 
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１０ 内側・外側側副靭帯損傷 

 

   〇引きアプレイテスト 

   〇ベーラーテスト 
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〇引きアプレイテスト 

□患者を腹臥位にする 

 

 

□検査したい側の膝関節 90°屈曲位とする    

 

 

□検者は自分の膝を患者の大腿部後面にのせる     
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□下腿を上方に牽引しながら、下腿の内旋・外旋する 

□症状の有無を確認する 

 

 

 

 

〇陽性所見 

□関節裂隙に疼痛が出現する。 

〇考えられる疾患 

□内側・外側側副靭帯損傷 

 

 

 

 

映像 

□患者：腹臥位 

□膝関節 90°屈曲位、患者の大腿後面に膝を乗せる 

□下腿を上方に牽引し、内旋・外旋 

□症状の有無を確認 
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〇ベーラーテスト 

□患者を仰臥位にする 

 

□片手は検査したい側の膝外側に、もう片手で足内側をつかみ下肢を挙上する 

※膝関節 20-30°屈曲位で行う場合もある 

 

 

□膝を内側、足を外側方向に力を加える  

□症状の有無を確認する 
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□片手は検査したい側の膝内側に、もう片手で足外側つかみ下肢を挙上する 

※膝関節 20-30°屈曲位で行う場合もある 

 

□膝を外側、足を内側方向に力を加える  

□症状の有無を確認する 

 

   

 

○陽性所見 

□関節裂隙部に疼痛が出現する 

○考えられる疾患 

□内反強制時に外側に疼痛が出現すれば外側側副靭帯損傷 

 外反強制時に内側に疼痛が出現すれば内側側副靭帯損傷 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□片手は膝外側、もう片手で足内側をつかみ下肢挙上 

□膝内側・足外側方向に力を加え、症状の有無を確認 

□片手は膝内側、もう片手で足外側をつかみ下肢挙上 

□膝外側・足内側方向に力を加え、症状の有無を確認 
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１１ 椎間関節症 

 

   〇椎間関節圧迫負荷テスト 
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〇椎間関節圧迫負荷テスト 

□患者を腹臥位にする 

 

 

□棘突起を確認する 

 

 

□棘突起間/棘突起下端の外約 2-3cm の深部を圧迫する 

□症状の有無を確認する 
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〇陽性所見 

□傍脊柱部に圧痛が出現する 

 殿部・大腿外側部に放散痛が出現する 

〇考えられる疾患 

□椎間関節性腰痛 

 

 

 

映像 

□患者：腹臥位 

□棘突起を確認 

□棘突起間/棘突起下端の外約 2-3cm を深部まで圧迫 

□症状の有無を確認 
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１２ 腰椎椎間板ヘルニア 

 

   〇ラセーグテスト 

〇ブラガードテスト 

〇SLR 

〇FNS 
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○ラセーグテスト 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検者は検査する側の下肢を股関節膝関節屈曲 90°にする 

※片手で踵をもう片方で膝を固定する 

 

 

□その状態で膝関節だけをゆっくりと伸展する 

□症状の有無を確認する 
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○陽性所見 

□膝を伸展できない。 

○考えられる疾患 

□腰椎椎間板ヘルニア 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□股関節膝関節屈曲 90°（手で踵と膝を固定） 

□そのまま、膝関節のみゆっくり伸展 

□症状の有無を確認 
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○ブラガードテスト（ガワース・ブラガード徴候） 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検者は片手で検査する側の踵をつかみ、もう片手は膝蓋骨の上を軽く押さえつける 

 

 

□その状態で下肢を少しずつ挙上する 

□症状の有無を確認する 

※ここまでは SLR テストと同様 
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□症状が出現した時点でその角度を確認し、その角度より下肢を少し下げる 

 

 

□その位置より、足関節の背屈する 

□症状の再現あるいは増強を確認する 

 

 

 

○陽性所見 

□坐骨神経に沿って疼痛・しびれが出現する 

○考えられる疾患 

□腰椎椎間板ヘルニア 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□片手で踵をつかみ、もう片手は膝蓋骨の上に置く 

□そのまま、下肢を少しずつ挙上 

□症状の有無を確認 

□症状が出現した角度より下肢を少し下げる 

□その位置より、足関節の背屈 

□症状の再現あるいは増強を確認 
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○下肢伸展挙上テスト(SLR : straight leg raising test) 

□患者を仰臥位にする 

 

 

□検者は片手で検査する側の踵をつかみ、もう片手は膝蓋骨の上を軽く押さえつける 

 

 

□その状態で下肢を少しずつ挙上する 

□症状の有無を確認する 

（健側を行ってから、患側を行う） 
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○陽性所見 

□７０°未満で下肢後面に疼痛、しびれが出現する。 

○考えられる疾患 

□腰椎椎間板ヘルニア（Ｌ４/5・Ｌ５/S1 椎間板ヘルニア） 

 

 

 

映像 

□患者：仰臥位 

□片手で踵をつかみ、もう片手は膝蓋骨の上に置く 

□そのまま、下肢を少しずつ挙上 

□症状の有無を確認 
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○大腿神経伸展テスト（FNS : femoral nerve stretch test） 

□患者を腹臥位にする 

 

 

□検査を行う側の膝関節屈曲 90°で片手は大腿前面をいれ、もう片手は仙骨部に置く 

※大腿前面を持つ代わりに足首を持つ方法もある 

 

 

□その状態で、仙骨部を固定しながら大腿を挙上する 

□症状の有無を確認する 

（健側を行ってから、患側を行う） 
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○陽性所見 

□大腿全面に痛み、しびれが出現する。 

○考えられる疾患 

□腰椎椎間板ヘルニア（中位腰神経根障害：Ｌ2,3,4） 

 

 

 

映像 

□患者：腹臥位 

□膝関節 90°屈曲、片手は大腿前面、もう片手は仙骨部 

□そのまま、仙骨部を固定しながら大腿を挙上 

□症状の有無を確認 
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１３ 脊柱管狭窄症 

 

   〇ケンプテスト  
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○ケンプテスト 

□患者を立位にする 

 

 

□検者は患者の後方に立ち、体幹を後側屈させる 

□症状の有無を確認する 

 

 

 

○陽性所見 

□下肢へ放散痛が出現する 

○考えられる疾患 

□脊柱管狭窄症 

 

 

 

映像 

□患者：立位 

□検者は患者の後方に立ち、体幹を後側屈 

□症状の有無を確認 
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F 刺鍼 

 

１ C6 棘突起直側への刺鍼                         １６８ 

２ 斜角筋への刺鍼                            １７０ 

３ 胸鎖乳突筋上部への刺鍼                        １７２ 

４ 胸鎖乳突筋中部への刺鍼                        １７４ 

５ 肩甲挙筋上部への刺鍼                         １７６ 

６ 頭板状筋への刺鍼                           １７８ 

７ 頚板状筋への刺鍼                           １８０ 

８ 僧帽筋上部への刺鍼                          １８２ 

９ C5/6 椎間関節部への刺鍼                        １８４ 

１０ 小胸筋への刺鍼                           １８６ 

１１ 上腕二頭筋への刺鍼                         １８８ 

１２ 上腕二頭筋長頭腱への刺鍼                      １９０ 

１３ 三角筋前部線維への刺鍼                       １９３ 

１４ 三角筋中部線維への刺鍼                       １９５ 

１５ 三角筋後部線維への刺鍼                       １９７ 

１６ 大円筋への刺鍼                           １９９ 

１７ 大胸筋への刺鍼                           ２０１ 

１８ 小菱形筋への刺鍼                          ２０３ 

１９ 大菱形筋への刺鍼                          ２０５ 

２０ 棘上筋への刺鍼                           ２０７ 

２１ 棘下筋への刺鍼                           ２０９ 

２２ 小円筋への刺鍼                           ２１１ 

２３ 肩甲下筋への刺鍼                          ２１３ 

２４ L4 夾脊穴への刺鍼                          ２１５ 

２５ 殿部：坐骨神経への刺鍼                       ２１７ 

２６ 大腿部：坐骨神経への刺鍼                      ２１９ 

２７ L4/5 椎間関節部への刺鍼                       ２２２ 

２８ 内側広筋への刺鍼                          ２２３ 

２９ 外側広筋への刺鍼                          ２２５ 

３０ 大腿筋膜張筋への刺鍼                        ２２７ 

３１ 半腱様筋・半膜様筋への刺鍼                     ２２９ 

３２ 大腿二頭筋への刺鍼                         ２３１ 

３３ 股関節内転筋群（縫工筋・長内転筋）への刺鍼             ２３３ 

３４ 股関節内転筋群（縫工筋・薄筋）への刺鍼               ２３５ 
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３５ 腓腹筋内側への刺鍼                         ２３７ 

３６ 腓腹筋外側への刺鍼                         ２３９ 

３７ ヒラメ筋内側への刺鍼                        ２４１ 

３８ ヒラメ筋外側への刺鍼                        ２４３ 

３９ 前脛骨筋への刺鍼                          ２４５ 
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１ C6 棘突起直側への刺鍼  

□頸部屈曲回旋で動く最も大きな棘突起（C7）を確認する 

※頸部を最大屈曲して、最も後方に突出した棘突起を C7 とする 

 

 

□C7 基準に C6 を確認する 
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□C6 棘突起下縁、後正中線の外方 5分が刺鍼部位とする 

 

 

□1.5-2.0cm 刺入する 

 

 

 

 

映像 

□頸部屈曲回旋で動く最も大きな棘突起（C7）を確認 

□C7 を基準に C6 を確認 

□刺鍼部位：C6 棘突起下縁、後正中線の外方 5分 

□刺入深度：1.5-2.0cm 刺入 
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２ 斜角筋への刺鍼 

□頸部を対側回旋するように指示し、胸鎖乳突筋を確認する 

 

 

□甲状軟骨上縁と同じ高さで、胸鎖乳突筋の後縁（天窓）を確認する 

※天窓：前頸部、胸鎖乳突筋の後縁、甲状軟骨上縁と同じ高さ 
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□胸鎖乳突筋を上に押し上げ、頸椎横突起前方を刺鍼部位とする 

※確認したい場合は、強制吸気を指示し、斜角筋の収縮の有無を確認 

 

 

□頸椎横突起に当てるようなイメージで 5-15mm 刺入する 

※周囲に神経や血管が分布しているので注意 

 

 

 

 

映像 

□頸部対側回旋を指示し、胸鎖乳突筋を確認 

□甲状軟骨上縁と同じ高さで、胸鎖乳突筋後縁（天窓）を確認 

□刺鍼部位：胸鎖乳突筋を上に押し上げ、頸椎横突起前方 

□刺入深度：頸椎横突起に当てるようなイメージで 5-15mm 刺入 
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３ 胸鎖乳突筋上部への刺鍼 

□頸部を対側回旋するように指示し、胸鎖乳突筋を確認する 

 

□乳様突起後下方の陥凹部（完骨）を刺鍼部位とする 

※完骨：前頸部、乳様突起の後下方、陥凹部 
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□5-15mm 刺入する 

 

 

映像 

□頸部対側回旋を指示し、胸鎖乳突筋を確認 

□刺鍼部位：乳様突起後下方の陥凹部（完骨） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 
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４ 胸鎖乳突筋中部への刺鍼 

□頸部を対側回旋するように指示し、胸鎖乳突筋を確認する 

 

 

□甲状軟骨上縁の高さに（扶突）を刺鍼部位とする 

※扶突；前頸部、甲状軟骨上縁と同じ高さ、胸鎖乳突筋の前縁と後縁の間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



175 
 

 

□5-15mm 刺入する 

 

 

映像 

□頸部対側回旋を指示し、胸鎖乳突筋を確認 

□刺鍼部位：甲状軟骨上縁の高さに（扶突） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 

  



176 
 

５ 肩甲挙筋上部への刺鍼 

□甲状軟骨上縁より少し上の高さの頸椎棘突起を確認する 

 

 

□頭板状筋の外方、頸椎横突起部分を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



177 
 

 

□頸椎横突起に向け 5-15mm 刺入する 

 

 

映像 

□甲状軟骨上縁よりやや上方、頸椎棘突起を確認 

□刺鍼部位：頭板状筋の外方、頸椎横突起部分 

□刺入深度：頸椎横突起に向け 5-15mm 刺入 

 

  



178 
 

６ 頭板状筋への刺鍼 

□項窩のほぼ中央（瘂門）を確認する 

※瘂門：後頸部、後正中線上、第 2頸椎棘突起上方の陥凹部 

 

 

□頭半棘筋膨隆部の外縁（天柱）を刺鍼部位とする 

※天柱：後頸部：第 2頸椎棘突起上縁と同じ高さ、僧帽筋外縁の陥凹部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



179 
 

 

□5-15mm 刺入する 

 

 

 

 

映像 

□項窩のほぼ中央（瘂門）を確認 

□刺鍼部位：頭半棘筋膨隆部の外縁（天柱） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 

  



180 
 

７ 頚板状筋への刺鍼 

□甲状軟骨の高さにある頸椎棘突起を確認する 

 

 

□その高さの頸椎棘突起外方 10-15mm を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



181 
 

 

 

□頸椎横突起に向かい斜めに 5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□甲状軟骨の高さにある頸椎棘突起を確認 

□刺鍼部位：甲状軟骨の高さの頸椎棘突起外方 10-15mm 

□刺入深度：頸椎横突起に向かい斜めに 5-15mm 刺入 

 

  



182 
 

８ 僧帽筋上部への刺鍼 

□第 7頚椎棘突起と肩峰外縁を結ぶ 

 

 

□その結んだ中点（肩井）を刺鍼部位とする 

※肩井：後頸部、第 7頸椎棘突起と肩峰外縁を結ぶ線上の中点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



183 
 

 

□僧帽筋をつまむようにつかみ、やや上方（約 15°上方に傾ける）に 5-15mm 刺入する 

※僧帽筋の奥には肺が存在するので注意 

 

 

 

 

映像 

□第 7頚椎棘突起と肩峰外縁を結ぶ 

□刺鍼部位：その結んだ中点（肩井） 

□刺入深度：僧帽筋をつかみ、やや上方に 5-15mm 刺入 

 

  



184 
 

９ C5/6 椎間関節部への刺鍼 

□頸部屈曲回旋で動く最も大きな棘突起（C7）を確認する 

※頸部を最大屈曲して、最も後方に突出した棘突起を C7 とする 

 

 

□C7 棘突起を基準に C5 棘突起を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



185 
 

 

 

□C5 棘突起下端の外方約 2cm を刺鍼部位とする 

 

 

□直刺で 2-4cm 刺入する 

※椎間関節は脊髄神経後枝内側枝の支配のため、、椎間関節に鍼尖が達しなくもよい 

 

 

 

映像 

□頸部屈曲回旋で動く最も大きな棘突起（C7）を確認 

□C7 棘突起を基準に C5 棘突起を確認 

□刺鍼部位：C5 棘突起下端の外方約 2cm 

□刺入深度：直刺で 2-4cm 刺入 

 



186 
 

１０小胸筋への刺鍼 

□鎖骨凹面の最も深い部分から下がり、烏口突起を確認する 

 

 

□烏口突起内下方（中府あたり）を刺鍼部位とする 

※中府：前胸部、第 1肋間と同じ高さ、鎖骨下窩の外側、前正中線の外方 6寸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



187 
 

 

□烏口突起に向けて斜刺 5-15mm 刺入する。 

※深層に肺があるので気胸に注意 

 

 

 

映像 

□鎖骨凹面の最も深い部分から下がり、烏口突起を確認 

□刺鍼部位：烏口突起内下方（中府あたり） 

□刺入深度：烏口突起に向け斜刺 5-15mm 刺入 

  



188 
 

１１上腕二頭筋への刺鍼 

□腋窩横紋前端と肘窩横紋を確認する 

 

 

□腋窩横紋前端と肘窩横紋を結んだ中点を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



189 
 

 

□上腕二頭筋短頭は、その内側を刺鍼部位とする 

 

 

□5-15mm 刺入する 

 

 

 

 

 

  



190 
 

 

□上腕二頭筋長頭は、その外側を刺鍼部位とする 

 

 

□5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□腋窩横紋前端と肘窩横紋を確認 

□腋窩横紋前端と肘窩横紋を結んだ中点を確認 

□刺鍼部位：上腕二頭筋短頭は、結んだ線の内側 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

□刺鍼部位：上腕二頭筋長頭は、結んだ線の外側 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 



191 
 

１２上腕二頭筋長頭腱への刺鍼 

□肩関節を内・外旋させ、結節間溝を確認する 

 

 

□結節間溝のやや上方を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



192 
 

 

□肘に向かって横刺で 10-20mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩関節を内・外旋させ、結節間溝を確認 

□刺鍼部位：結節間溝のやや上方 

□刺入：肘に向かって横刺で 10-20mm 刺入 

  



193 
 

１３三角筋前部線維への刺鍼 

□肩峰を確認する 

 

 

□肩峰から 3横指下、その前方を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



194 
 

 

□5-10mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩峰を確認 

□刺鍼部位：肩峰から 3横指下、その前方 

□刺入深度：5-10mm 刺入 

 

  



195 
 

１４三角筋中部線維への刺鍼 

□肩峰を確認する 

 

 

□肩峰から 4横指下を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



196 
 

 

□5-10mm 刺入する 

 

 

映像 

□肩峰を確認 

□刺鍼部位：肩峰から 4横指下 

□刺入深度：5-10mm 刺入 

 

  



197 
 

１５三角筋後部線維への刺鍼 

□肩峰を確認する 

 

 

□肩峰から 2横指下、その後方を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



198 
 

 

□5-10mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩峰を確認 

□刺鍼部位：肩峰から 2横指下、その後方 

□刺入深度：5-10mm 刺入 

 

  



199 
 

１６大円筋への刺鍼 

□肩甲骨外側に指を置く 

 

 

□肩関節を内旋させ収縮を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



200 
 

 

□収縮が触れる場所を刺鍼部位とする 

 

 

□5-10mm 刺入する 

※内側には小円筋、外側には広背筋が存在。小円筋とは作用で判断できるが、広背筋とは作

用で判断できない 

 

 

映像 

□肩甲骨外側に指を置く 

□肩関節を内旋させ収縮を確認 

□刺鍼部位：内旋時に収縮が触れるところ 

□刺入深度：5-10mm 刺入 

 

  



201 
 

１７大胸筋への刺鍼 

□烏口突起のラインと腋窩横紋前端のラインを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



202 
 

 

□烏口突起のラインと腋窩横紋前端のラインの交点を刺鍼部位とする 

 

 

□下方斜刺 5-10mm 刺入する 

※この筋肉の下には小胸筋が存在するので強く圧迫しすぎない 

※奥に肺があるので注意する 

 

 

 

映像 

□烏口突起のラインと腋窩横紋前端のラインを確認 

□刺鍼部位：烏口突起のラインと腋窩横紋前端のラインの交点 

□刺入深度：下方斜刺 5-10mm 刺入 

 

  



203 
 

１８小菱形筋への刺鍼 

□肩甲骨内側縁を確認する 

 

 

□肩甲棘内端を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



204 
 

 

□肩甲骨内側縁、肩甲棘内端やや上方を刺鍼部位とする 

 

 

□肩甲骨内側に向けて 5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩甲骨内側縁を確認 

□肩甲棘内端を確認 

□刺鍼部位：肩甲骨内側縁、肩甲棘内端やや上方 

□刺入深度：肩甲骨内側に向けて 5-15mm 刺入 

 

  



205 
 

１９大菱形筋への刺鍼 

□肩甲骨内側縁を確認する 

 

 

□肩甲棘内端と肩甲骨下角を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



206 
 

 

□肩甲骨内側縁、肩甲棘内端と肩甲骨下角を結ぶ 1/3 下方を刺鍼部位とする 

 

 

□肩甲骨内側に向けて 5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩甲骨内側縁を確認 

□肩甲棘内端と肩甲骨下角を確認 

□刺鍼部位：肩甲骨内側縁、肩甲棘内端と肩甲骨下角を結ぶ 1/3 下方 

□刺入深度：肩甲骨内側に向けて 5-15mm 刺入 

 

  



207 
 

２０棘上筋への刺鍼 

□肩甲棘を確認する 

 

 

□肩甲棘の中点より 1横指上（秉風）を刺鍼部位とする 

※秉風：肩甲部、棘上窩、肩甲棘中点の上方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



208 
 

 

□肩甲棘へ向けて 5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩甲棘を確認 

□刺鍼部位：肩甲棘の中点より 1横指上（秉風） 

□刺入深度：肩甲棘へ向けて 5-15mm 刺入 

 

  



209 
 

２１棘下筋への刺鍼 

□肩甲棘中点と肩甲骨下角を確認する 

 

 

□肩甲棘中点と肩甲骨下角を結んだ線上、肩甲棘から 3分の 1（天宗）を刺鍼部位とする 

※天宗：肩甲部、肩甲棘の中点と肩甲骨下角を結んだ線上、肩甲棘から 3分の 1にある陥凹

部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



210 
 

 

□肩甲骨下角に向け 5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩甲棘中点と肩甲骨下角を確認 

□刺鍼部位：肩甲棘中点と肩甲骨下角を結んだ線上、肩甲棘から 3分の 1（天宗） 

□刺入深度：肩甲骨下角に向け 5-15mm 刺入 

 

  



211 
 

２２小円筋への刺鍼 

□肩甲骨外側縁に指を置く 

 

 

□肩関節を外旋させ収縮を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



212 
 

 

□収縮が触れる場所を刺鍼部位とする 

 

 

□5-10mm 刺入する 

※内側には小円筋、外側には広背筋が存在。小円筋とは作用で判断できるが、広背筋とは作

用で判断できない 

 

 

 

映像 

□肩甲骨外側縁に指を置く 

□肩関節を外旋させ収縮を確認 

□刺鍼部位：外旋時に収縮が触れるところ 

□刺入深度：5-10mm 刺入 

 



213 
 

２３肩甲下筋への刺鍼 

□肩甲骨外縁を確認し、その内側肩甲下窩に指を置く 

 

 

□肩関節を内旋し、収縮が触れるところを刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



214 
 

 

□肩甲下窩へ向かって 10-20mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□肩甲骨外縁を確認、その内側肩甲下窩に指を置く 

□刺鍼部位：肩関節を内旋し、収縮が触れるところ 

□刺入深度：肩甲下窩へ向かって 10-20mm 刺入 

 

  



215 
 

２４L4 夾脊穴への刺鍼 

□ヤコビー線より、L4 棘突起を確認する 

 

 

□L4 棘突起下縁、後正中線の外方 5分を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



216 
 

 

□15-20mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□ヤコビー線より、L4 棘突起を確認 

□刺鍼部位：L4 棘突起下縁、後正中線の外方 5分 

□刺鍼部位：15-20mm 刺入 

 

  



217 
 

２５殿部：坐骨神経への刺鍼 

□上後腸骨棘と大腿骨大転子を確認する 

 

 

□上後腸骨棘と大腿骨大転子を結び、その中点から下方 3-4cm を刺鍼部位とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



218 
 

 

□60mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□上後腸骨棘と大腿骨大転子を確認 

□刺鍼部位：上後腸骨棘と大腿骨大転子を結び、その中点から下方 3-4cm 

□刺入深度：60mm 刺入 

 

  



219 
 

２６大腿部：坐骨神経への刺鍼 

□殿溝の中点と膝窩横紋の中点を確認する 

 

 

□殿溝中点と膝窩横紋中点を結んだ線の中央上方 1横指（殷門）を刺鍼部位とする  

※殷門：大腿部後面、大腿二頭筋と半腱様筋の間、殿溝の下方 6寸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



220 
 

 

□40-50mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□殿溝中点と膝窩横紋中点を確認 

□刺鍼部位：殿溝中点と膝窩横紋中点を結んだ線の中央上方 1横指（殷門） 

□刺入深度：40-50mm 刺入 

 

  



221 
 

２７L4/5 椎間関節部への刺鍼 

□ヤコビー線より L4 棘突起を確認する 

 

 

□L4 棘突起下端、外方約 1.5-2cm(2 横指外方)を圧迫し、椎間関節を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



222 
 

 

□椎間関節が確認できれば、その部位を刺鍼部位とする 

 

 

□直刺で 4-5cm 刺入する 

 

 

 

映像 

□ヤコビー線より L4 棘突起を確認 

□L4 棘突起下端、外方約 1.5-2cm(2 横指外方)を圧迫し、椎間関節を確認 

□刺鍼部位：L4 棘突起下端、外方約 1.5-2cm の椎間関節部 

□刺入深度：直刺で 4-5cm 刺入 

 

  



223 
 

２８内側広筋への刺鍼 

□膝蓋骨底内端を確認する 

 

 

□膝蓋骨底内端の上方 3横指（血海）を刺鍼部位とする 

※血海：大腿前内側、内側広筋隆起部、膝蓋骨底内端の上方 2寸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



224 
 

 

□5-20mm 刺入する 

※伏在神経が貫通しており、この筋肉が緊張すると下腿内側にしびれが生じることがある 

 

 

 

映像 

□膝蓋骨底内端を確認 

□刺鍼部位：膝蓋骨底内端の上方 3横指（血海） 

□刺入深度：5-20mm 刺入 

 

  



225 
 

２９外側広筋への刺鍼 

□膝蓋骨底外端を確認する 

 

 

□膝蓋骨底外端の上方 3横指（梁丘）を刺鍼部位とする 

※梁丘：大腿前外側、外側広筋と大腿直筋腱外縁の間、膝蓋骨底の上方 2寸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



226 
 

 

□5-15mm 刺入する 

 

 

その他：膝蓋骨底外端の上方 3横指（梁丘）、6横指（伏兎）を刺鍼部位とする 

※伏兎：大腿前外側、膝蓋骨底外端と上前腸骨棘を結ぶ線上、膝蓋骨底の上方 6寸 

 

 

 

映像 

□膝蓋骨底外端を確認 

□刺鍼部位：膝蓋骨底外端の上方 3横指（梁丘） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 

 

  



227 
 

３０大腿筋膜張筋への刺鍼 

□上前腸骨棘と大腿骨大転子を確認する 

 

 

□上前腸骨棘と大腿骨大転子を結んだ線の中点（居髎）を刺鍼部位とする 

※居髎：殿部、上前腸骨棘と大転子の頂点の中点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



228 
 

 

□5-15mm 刺入する 

※股関節屈曲拘縮のある患者は筋肉全体が緊張 

※外側大腿皮神経が貫通しており、絞扼により大腿外側のしびれや痛みを伴う 

 

 

 

映像 

□上前腸骨棘と大腿骨大転子を確認 

□刺鍼部位：上前腸骨棘と大腿骨大転子を結んだ線の中点（居髎） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 

  



229 
 

３１半腱様筋・半膜様筋への刺鍼 

□坐骨結節と膝窩横紋内側を確認する 

 

 

□坐骨結節と膝窩横紋内側を結ぶ線の中央上方 1横指（殷門の高さ）を刺鍼部位とする 

※殷門：大腿部後面、大腿二頭筋と半腱様筋の間、殿溝の下方 6寸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



230 
 

 

□5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□坐骨結節と膝窩横紋内側を確認 

□刺鍼部位：坐骨結節と膝窩横紋内側を結ぶ線の中央上方 1横指（殷門の高さ） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 

  



231 
 

３２大腿二頭筋への刺鍼 

□殿溝中点と膝窩横紋外端を確認する 

 

 

□殿溝中点と膝窩横紋外端を結ぶ線の中央上方 1横指（殷門の高さ）を刺鍼部位とする 

※殷門：大腿部後面、大腿二頭筋と半腱様筋の間、殿溝の下方 6寸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



232 
 

 

□5-15mm 程度刺入する 

 

 

 

映像 

□殿溝中点と膝窩横紋外端を確認 

□刺鍼部位：殿溝中点と膝窩横紋外端を結ぶ線の中央上方 1横指（殷門の高さ） 

□刺入深度：5-15mm 程度刺入 

 

  



233 
 

３３股関節内転筋群（縫工筋・長内転筋）への刺鍼 

□膝蓋骨底内端と鼠径部大腿動脈拍動部の外方（衝門）を確認する 

※衝門：鼠径部、鼠経溝、大腿動脈拍動部の外方 

 

 

□膝蓋骨底内端と鼠径部大腿動脈拍動部の外方を結んだ線の上方 1/3（箕門）を刺鍼部位

する 

※箕門：大腿内側、膝蓋骨底内端と衝門を結ぶ線上、衝門から 3分の 1、縫工筋と長内転

筋の間、大腿動脈拍動部 

 

 

 

 

 

 

 



234 
 

 

□5-15mm 刺入する 

※深部は大腿動脈拍動部 

 

 

 

映像 

□膝蓋骨底内端と鼠径部大腿動脈拍動部の外方（衝門）を確認 

□刺鍼部位：膝蓋骨底内端と鼠径部大腿動脈拍動部の外方を結んだ線の上方 1/3（箕門） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 

  



235 
 

３４股関節内転筋群（縫工筋・薄筋）への刺鍼 

□膝蓋骨底内端と恥骨結合上縁を確認する 

 

 

□膝蓋骨底内端と恥骨結合上縁の線を結び、膝蓋骨底内端から上方 6横指のところ（陰

包）を刺鍼部位とする 

※陰包：大腿部内側、薄筋と縫工筋の間、膝蓋骨底の上方 4寸 
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□5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□膝蓋骨底内端と恥骨結合上縁を確認 

□刺鍼部位：膝蓋骨底内端と恥骨結合上縁の線を結び、膝蓋骨底内端から上方 6横指のと

ころ（陰包） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 
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３５腓腹筋内側への刺鍼 

□膝窩横紋を確認する 

 

 

□膝窩横紋内側下方 7横指（承筋の高さ）を刺鍼部位とする 

※承筋：下腿後面、腓腹筋の両筋腹の間、膝窩横紋の下方 5寸 
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□5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□膝窩横紋を確認 

□刺鍼部位：膝窩横紋内側 7横指（承筋の高さ） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 
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３６腓腹筋外側への刺鍼 

□膝窩横紋を確認する 

 

 

□膝窩横紋外側下方 7横指（承筋の高さ）を刺鍼部位とする 

※承筋：下腿後面、腓腹筋の両筋腹の間、膝窩横紋の下方 5寸 
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□5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□膝窩横紋を確認 

□刺鍼部位：膝窩横紋外側下方 7横指（承筋の高さ） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 
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３７ヒラメ筋内側への刺鍼 

□内果とアキレス腱の間を確認する 

 

 

□内果とアキレス腱の間の上方 3横指、アキレス腱の内側を刺鍼部位とする 
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□10-20mm 程度刺入する 

 

 

 

映像 

□内果とアキレス腱の間を確認 

□刺鍼部位：内果とアキレス腱の間の上方 3横指、アキレス腱の内側 

□刺入深度：10-20mm 程度刺入 

 

  



243 
 

３８ヒラメ筋外側への刺鍼 

□外果とアキレス腱の間（崑崙）を確認する 

※崑崙：足関節後外側、外果尖とアキレス腱の間の陥凹部 

 

 

□外果とアキレス腱の間の上方 9横指、腓腹筋外側頭下縁とアキレス腱の間（飛揚）を刺鍼

部位とする 

※飛揚：下腿後外側、腓腹筋外側頭下縁とアキレス腱の間、崑崙の上方 7寸 

 

 

 

 

 

 

 

 



244 
 

 

□10-20mm 程度刺入する 

※腓腹筋が上方にある 

 

その他：崑崙の上方 3寸、腓骨とアキレス腱の間（跗陽）を刺鍼部位とする 

跗陽：下腿後外側、腓骨とアキレス腱の間、崑崙の上方 3寸 

 

 

 

映像 

□外果とアキレス腱の間（崑崙）を確認 

□刺鍼部位：外果とアキレス腱の間の上方 9横指、腓腹筋外側頭下縁とアキレス腱の間（飛

揚） 

□刺入深度：10-20mm 程度刺入 

 

  



245 
 

３９前脛骨筋への刺鍼 

□膝蓋靭帯外方の陥凹部（犢鼻）と足関節前面中央の陥凹部（解渓）を確認する 

※犢鼻：膝前面、膝蓋靭帯外方の陥凹部 

※解渓：足関節前面、足関節前面中央の陥凹部、長母趾伸筋腱と長趾伸筋腱の間 

 

 

□膝蓋靭帯外方陥凹部（犢鼻）と足関節前面中央陥凹部（解渓）を結ぶ線、8横指下方（上

巨虚）を刺鍼部位とする 

※上巨虚：下腿前面、犢鼻と解渓を結ぶ線上、犢鼻の下方 6寸 
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□5-15mm 刺入する 

 

 

 

映像 

□膝蓋靭帯外方陥凹部（犢鼻）と足関節中央陥凹部（解渓）を確認 

□刺鍼部位：膝蓋靭帯外方陥凹部（犢鼻）と足関節中央陥凹部（解渓）を結ぶ線、8横指下

方（上巨虚） 

□刺入深度：5-15mm 刺入 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この出版物は、公益社団法人東洋療法研修試験財団 平成29年度

鍼灸等研究課題「「鍼灸師・マッサージ師」に必要な痛み治療の

技術習得のためのコンテンツ開発（研究代表者：伊藤和憲）」の

一環として作成されました。 
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